
 

  

 

  

 

 

 

  



















































６．下水道事業の財政計画（使用料改定を行わない場合）

2026年（令和８年度）に料金改定を行わない場合、収益的収支は202８年（令和10年度）に約１億円の
赤字となる。また、同じ年に留保資金もマイナスとなり、投資事業が実施出来なくなくなる見込み。

収益的収支 資本的収支

8

財源必要額 2025年度-2039年度

434億円

2028年度

▲約１億円の赤字 2028年度 留保資金がマイナス

2029年度-2039年度
単年度ごとの赤字は増加していく。














































